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３ はじめの言葉

４ 情報社会を考える その 104

情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか 編集部

人材不足の原点

情報システム部門の人材不足を指摘される一方に、限りなく外部業者に丸投げアウトソ

ーシングしてきた経緯がある。周知の通りである。自社内に、自社が必要とするシステム

要員／人材が不足している。然るに、直面しているシステム開発案件／ニーズは蓄積して

いる。どうしようもないということで、すべての案件の丸投げアウトソーシングに走ると

いう構図だ。企業内情報システム部門は、そうした案件の社内的とりまとめ部門、そして

案件の外部業者への発注部門としての機能をギリギリ果たしてきている。果たしてこれで

情報システム部門としての職責を完遂できていると言えるのかというと、はなはだ難しい

判断となる。社会全体としても、産業界全体が、団塊の世代の労働戦線からの離脱以来、

人口統計上の少子化傾向を反映して、現実問題として、絶対的労働人口不足に悩まされて

いる。個別、情報システム部門での人的資源不足問題ではない。

６ デジタルガバメント DG16

デジタル政府の展開 その 15 水田 浩

デジタル化は人々の生活の質を向上させる。 2018 年 1 月 16 日に日本政府もデジタルガ

バンメント実行計画を e ガバンメント閣僚会議で決定した。この計画は､28 年 1 月 16 日

から 2023 年 3 月 31 日までの計画である。 2018 年上半期を目途に各府省庁における中長

期の戦略的な計画を策定をする。電子政府は ICT を使って政府側から国民に行政サービス

をより早く、より安く、より良くするのが目的だがデジタルガバンメントは顧客（国民、

企業、職員）側から政府の行政サービスを探し易く、繋がりやすく、何時でも何処からで

も誰でも使えることを目的としている。

１５ 連載 アーキテクチャ論 （ 97）

EPC産業のデジタル変革 山本修一郎

国立大学法人 名古屋大学 大学院 情報学研究科 教授

EPC （ Engineering 、 Procurement 、 and Construction ）産業のデジタル変革

（ DX 、 Digital Transformation ）に EA を適用した事例を Bhaide らが紹介している。

本稿では、 Bhaide らの文献[1]から EA に基づいて、 EPC 産業の DX を推進する事例に

ついて説明する。
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２２ 連載 情報システム考

企業情報システムの変遷と行方 第 20回 Dr.ベスト

昨今、クラウド、ビッグデータ、 AI などをベースとした情報システムが社会的規模で

普及する中、それらのシステムを各企業規模すなわち自社（社員）レベルでコントロール

できない状況へと進展している。換言すれば、「情報システムのコントロール不可、すな

わちアウトソーシング依存現象」である。企業にとって情報システムは、企業の神経／血

液そのものであり、コンサルタントや弁護士に限定された範囲での業務を委託したり、物

流や警備をアウトソーシングするような対象のものではないはずである。

２８ IT新時代とパラダイム・シフト

第 114回 被災した世界遺産の再建と

デジタル複製の現状 根本忠明

この 4 月にパリのノートルダム寺院が火災で、世界中が大きな衝撃を受けた。世界遺産

の被災は調べてみると各国で起こっている。世界遺産や歴史的遺産の被災や損傷は、地震

や台風などの自然災害によるものが大きい。最近注目されているのが、現存する建造物や

工芸品の精密なデジタル測定やデジタル複製を行い、復元する試みである。本稿では、世

界遺産や歴史的遺産の被害状況とデジタル複製の現状について報告したい。

３１ 続インテリジェンスへのいざない 111

リスク管理のために

必要な情報／不必要な情報 今井 武

検査入院

定期検査の結果、医師から思わぬ診断が下され、結果として、思いがけなく一泊の検査

入院をする羽目になった。この数年 3 ヶ月おきに血圧、血糖値数値を確認の血液検査をす

る一方、その他にも、いろいろな検査をしてきたのだが、担当医師から異常を告げられた

ことはなかった。それなのに冒頭のような羽目に。最終結果はまだ知らされていないが、

正直なところ、若干の不安を感じざるを得ない。何と言われようとも「日常生活に支障は

ないし、自覚症状もないのですが」と担当医に問うと「突然死でもしていたら、医師とし

ての私の立場がなかった。とにかく（こうして生存していることに）私に感謝すべきで

す」と答えられる始末。改めて、一泊検査の理由となった該当病名を調べてみると、欧米

ではある年齢以上では、検査すらする必要がないものだということが分かった。

３ ３ 連載 「まるで漫画」シリーズ すぎやまチヒロ
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